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要旨 
 本研究の目的は，改定された学習指導要領で示された「深い学び」を実現する手立てを生活科において明らかにする
ことである。「深い学び」を実現するためには，「気付きの質を高める」ことが重要となる。1 年生「サツマイモ栽培」，
2 年生「おもちゃづくり」の単元において，「体験活動と表現活動とが豊かに行き来する個と全体の相互作用」の質を高
めることを通して，気付きの質を高め，「深い学び」に届く生活科授業を構想した。実践の結果，「『環境』」を通して児
童の思いや願いを育てる」，「児童の思いを出し，つながる場をつくる」，「児童にとって必然性のある振り返りを行う」，
の手立てが有効であることが明らかになった。本単元で扱ったサツマイモ栽培などの動植物を扱う単元やものづくり単
元は，児童の思いや願いを生み出しやすい単元でもある。今後の課題は，こうした単元以外においても，「深い学び」
に届く授業を構想・実践し，その手立てを明らかにすることである。 
 
キーワード：生活科  深い学び  気付きの質 
 
１．問題の所在 
改定された学習指導要領では，資質・能力を育成するために必要な学びの在り方を「主体的・対話
的で深い学び」としている。「主体的・対話的」の視点は，実践においてイメージしやすいために，却
って「活動あって学びなし」の浅い学びになってしまう危惧もあり，「深い学び」の視点は大変重要と
なる。しかし，「深い学び」は，その示すところが判然としないまま実践がなされており，その授業の
在り方を明確にしていくことは，資質・能力の育成のために喫緊の課題と言えよう。 
「深い学び」について，加納（2017）は，「自分との関わりの中で対象を捉え，自分の生活に生か
していくこと」（１）と述べ，宇佐見ほか（2017）は，「体験の中の気付きを振り返って考える中に新た
な気付きが生まれ，気付きと気付きのつながりを考える中に，異なる次元の気付き，質の高い気付き
を得られること」（２），永野（2018）は，「生活科の見方・考え方を，思いや願いの実現に向かう過程
の中で，自発的・能動的に働かせていくこと」（３）としている。また，生活・総合的な学習の時間ワー
キンググループは，「『身近な生活に関する見方・考え方』を生かした学習活動が充実することで，気
付いたことを基に考え，新たな気付きを生み出し関係的な気付きを獲得するなどの『深い学び』を実
現すること」（４）と述べている。 
こうした指摘から，生活科における「深い学び」とは，生活科における見方・考え方を生かして，
よりよい生活に向けて思いや願いを実現する過程を通して実現されるものと考えることができよう。
その際に，「気付きを自覚したり，関連付けたり，視点を変えて捉えたりすることが気付きの質を高め
ることであり，そのことこそが生活科における『深い学び』の姿の顕著な現れの一つと考えること」（５）
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 と述べられているように，「気付きの質を高める」ことが重要となる。深い学びを実現するためには，
「『身近な生活に関わる見方・考え方』を生かした学習活動が充実することで，気付いたことを基に考
え，新たな気付きを生み出し関係的な気付きを獲得するなどの『深い学び』を実現することが求めら
れる。」（６）と気付きの質を高める手立てを明らかにすることが必要となる。 
気付きの質を高める手立てとして，堂込(2018)は，「『友達との交流』を意図的に設けること」（７）と
述べ，八木(2004)は，「児童の気付きの質の変容から，協同的な学習が気付きの質に有効である」（８）
としている。また，高橋・谷田（2016）は，「個での気付きには限界があったとしても，仲間と関わ
り合って活動すること，思考することで気付きを深めることができ，それがまた個の力となって循環
する」（９）とも述べている。これらの指摘は，個と集団のかかわりの中で気付きの質が高まることを示
唆している。 
また，気付きの質を高めるには，直接体験と振り返りが繰り返される学習活動を展開することが有
効となる点についても，多くの先行研究（10）（11）（12）が示唆している。小学校学習指導要領解説生活編
（2018）でも，体験活動と表現活動を行き来する相互作用を重視すること（13）の大切さについて，「単
に思いや願いを実現する体験活動を充実させるだけではなく，表現活動を工夫し，体験活動と表現活
動とが豊かに行き来する相互作用を重視するなど，気付きの質を高めることを意識することが大切で
ある。」と指摘している。 
以上のことから気付きの質を高めるには，「個と集団のかかわり」と「体験活動と表現活動の相互
作用」の創出がカギとなることが明らかであろう。 
一方で，「一部に画一的な教育活動や，活動だけで学びなしと言った状況が指摘され，知的な気付
きを深めることが課題」（14）や，「『活動あって学びなし』との批判があるように，具体的な活動を通し
て，どのような思考力等が発揮されるか十分に検討する必要がある。」（15）との指摘もあり，気付きの
質を高めるための課題も多い。一人一人の思いが十分に育っていなければ，表現活動は形骸化するた
め，思いや願いを育てることが大切となる。また，児童にとっての学びの文脈に沿っていなければ，
振り返りは，形式化する。表現活動が，児童にとっての必然性のあるものになっていることも重要と
なる。さらに，気付きを交流する相互作用を生み出す場をどのように作るかも大切となる。 
以上の問題意識のもと，1 年生「サツマイモ栽培」（藤池実践），2 年生「おもちゃづくり」（松井実
践）の単元において，「体験活動と表現活動とが豊かに行き来する個と全体の相互作用」の質を高める
ことを通して「深い学び」に届く生活科授業を構想した。 
 
２.実践の手立て 
本研究で取り上げた「サツマイモ栽培」と「おもちゃづくり」の単元は，野菜を育てることやおも
ちゃを作るという活動が教師にも児童にも明瞭なだけに，「サツマイモを収穫する」「動くおもちゃを
つくる」という活動に意識が向いてしまい，児童の気付きを高めることへの自覚が弱くなりがちであ
る。そこで，以下のような手立てを取り入れた。 
(1)「環境」を通して児童の思いや願いを育てる 
児童が身近な「環境」に直接働きかけることで，「こうしてみたい」という思いや願いが生まれ，
その思いや願いを生かしながら学習を進めることで，多様な活動へと展開していくことができると考
える。ここでの「環境」とは，物的・空間的な環境だけを指すのでなく，思い通りにならないことや
思いのままにならない状況も一つの「環境」とする。 
この「環境」を通して一人一人の思いや願いを十分に育てることによって，振り返りは気付きの質
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 を高めることにつながると考える。 
(2)思いを出し，つながる場をつくる 
「環境」に出会い，問題解決のために児童が話し合いながら活動を進めていく。その過程で気付き
の質は高まると考える。思いや願いを分かち合い，児童同士が繋がり，その友達の気付きから学び合
うことと通して，個も全体も気付きの質を高めていくことを大事にする。そのために，一人一人の気
付きを全体で共有し，みんなで高めていくことを意識できる場を設定する。 
(3)必然性のある振り返りを行う 
体験したことを表現する場が，児童にとっての学びの文脈に沿っていることが大切である。表現し
たり振り返ったりすることが，児童の問題解決の道筋に児童自身が位置づけるように，また児童自身
が振り返る必要があると考えるような場面を作り出し，振り返ることによって次の活動が展開される
ような授業を構想する。こうした必然性のある振り返りを通して気付きの質は高まると考える。 
 
３. 実践Ⅰ：1年生「サツマイモだいさくせん」 
(1)単元の概要 
 
 
 
 
 
(2)課題①「葉っぱが黄色くなる」に出会う 
入学して１ヵ月ほどが経った５月上旬，サツマイモの苗を植えた。その後2週間は，朝の水やりや
肥料などの世話をし，サツマイモが生長していることに驚きや喜びを感じているようであった。しか
し，途中から水やりの必要もなくなり，１度の観察と草抜きをしただけで，サツマイモへの関わりは
少なく，土の中でサツマイモが育っているという実感やサツマイモへの関心，親しみが十分に高まっ
ていないまま夏休みに入っていった。 
夏休みが明け，担任はサツマイモへの関心を高めたいと「サツマイモの葉っぱの色が黄色くなる」
という変化を「課題」として出会わせることにした。葉っぱが黄色くなったサツマイモ畑を見た児童
は，「このままでは，イモが大きくならない」「なんとかしてあげないといけない」という思いや願い
を生み出し，サツマイモを元気にするための話し合いを始めた。 
話し合いでは，「ヤゴの時みたいにあまり世話してなかったからこうなっちゃった」「一人でさびし
かったのかも」「黄色くなったのは虫が原因だから，虫を追い払わないといけない」「鳥が原因かも」
「水が足りないんじゃないかな」「肥料もいるよ」など，自分の知識や経験をもとに，たくさんの意見
が出された。振り返りからは，「サツマイモをなんとかしてあげたい」「このままではサツマイモが食
べられない」などの記述が多数見られ，児童の課題意識が高まっていることが確認できた。       
話し合いの翌日，葉っぱが黄色くなった原因やサツマイモの栽培方法について，半数以上の児童が
家庭で調べきており，紙に書いて持ってきたものをボード（写真 1）に貼り付け，情報掲示板のかた
ちで誰でも見えるようにした。調べることができなかった児童もそれらの情報を目にしながら，課題
意識を高めていった。 
期間：平成29年 5月10日から11月 13日 学年：加古川市立川西小学校1年生（18名） 
単元：「サツマイモだいさくせん」（全15時間） 
本校では 1 年生がサツマイモを栽培する。生活科と合わせて，朝の時間や，休み時間での児童の活動，
図画工作，学活，国語といった他教科等との繋がりを意識しながら，実践を行った。 
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 そこで，サツマイモを元気にする方法を「サツマイモだいさくせん」
と題して，どんな世話をするかを改めて話し合うことにした。話し合い
では，「おじいちゃんが病気か水のやりすぎって言っていた」「水は全く
やらないのはダメだから週一回だけ」「虫も原因です」「虫は甘いものに
寄っていくから，近くにパイナップルを置けばいい」「毎日見に行って虫
を追い払わないといけない」「虫は虫でも，蛾とかはだめだけど，ミミズ
は土を良くしてくれるから大丈夫」「黄色の葉っぱが病気だったら広がる
から，とったほうがいい」「病気なら薬がいるよ」「雑草に栄養をとられ
るから抜く」など，調べてきたことをもとに，たくさんの意見が出され
た。これらの意見をまとめ，「まいあさ はっぱをみにいく」「ぱいなっ
ぷるをおいて，むしをちがうところにおびきよせる」「すいようびだけ，
みずをあげる」といった作戦（図1参照）を決定した。 
 作戦はその翌日から開始され，毎朝サツマイモの世話をすることは，
児童の日課となっていった。サツマイモの葉っぱに虫がついていない
か確認したり，雑草ぬきをしたり，パイナップルに虫が集まっている
か見たり，「元気にな～れ」とパワーを送ったり，自分たちで考えた作
戦を楽しみながら実行し，サツマイモへの愛着を深めていっているよ
うであった。 
(3)課題②「台風がやって来る」に出会う 
世話を続けてから 2 週間が経った頃，9 月の三連休に大型台風がく
るということを児童が伝えに来た。そこで，サツマイモの生命への気
付きを深めさせたいという思いから，「台風がやってくる」ということ
を課題として児童に出会わせることにした。 
「台風が来るらしいけど，サツマイモは大丈夫かな」と児童に投げ
かけると，「台風からサツマイモを守るために，何とかしてあげたい」
という児童の思いや願いが生み出され，台風からサツマイモを守る方
法を学級全体で話し合うことになった。 
教室に置いてあったサツマイモの絵本に，「大雨が降ると
サツマイモ畑が海のようになり，サツマイモが腐ってしまう
恐れがある」と書いてあったことを児童が思い出したことを
きっかけに，大雨から守る方法について，意見が次の 2 つに
分かれた。「黒いビニール」派と「網」派の人数はちょうど半
数ずつであったが，「水をどれくらい通すか実験してみよう」
という児童からの提案で実験をすることになった。実験の結
果，網は一気に水を通してしまうことが分かり，全員の納得 
の上で黒いビニールを敷くことに決定した。 
実際にはこの時期に土の中のイモがしっかりとできていれば， 
多少の雨ではイモは腐らず，放っておいても問題はない。しかし，児童の思いや願いを大切にしなが
ら授業づくりをしていくという観点からも，黒いビニールを敷き，台風からサツマイモを守ることに
した。児童も自分たちで決定したということもあり，黒いビニールに杭を打ったり，息ができるよう 
写真1 情報掲示板 
図1 サツマイモだいさくせん 
写真2 実験で確かめる 
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 に空気穴を空けたりする姿は真剣そのものであった。 
 台風が去った後に，児童とビニールの下を確認しに行ったところ，サツマイモを守れたことを確認
しただけでなく，黄緑色の新しい葉っぱが生えていることを発見し，児童も大喜びであった。さらに，
世話を続け，9 月の終わりには，黄色の葉っぱが枯れ落ち，サツマイモ畑を元の元気な畑に戻すこと
ができた。振り返りにも，「ふっかつしてよかった」という記述が多く見られ，葉っぱが復活したこと
を喜んでいることが分かった。また，「だいじなのははっぱじゃなくて，サツマイモ」というところま
で気付きを深めている児童もおり，継続して世話をしていこうとする意欲も確認できた。 
(3)課題③「イモがまだ甘くない」に出会う 
10 月の中旬にサツマイモほりを行い，サツマ
イモをたくさん収穫することができた。振り
返りからも，これまでの世話に対する大きな
達成感も感じることができた。また，「げんき
がなかったのに，ふっかつしてうれしい」「ふ
っかつしたサツマイモはすごい」など，サツ
マイモの生命力に驚いている記述も多く見ら
れた。 
 大切に育ててきたサツマイモを無事に収穫
することができ，大成功に終わった「サツマ 
イモだいさくせん」であったが，このまますぐにサツマイモを調理するのではなく，さらなるサツマ
イモへの愛着や生命への気付きを深めてほしいとの思いから「まだサツマイモが甘くない」というこ
とを課題として出会わせることにした。 
サツマイモは収穫してすぐに食べるよりも，しばらく寝かせておいたほうがいいことを児童が調べて
きており，このまますぐ食べるか児童に聞くと，「もっと甘くしてから食べたい！」という願いが生み
出され，サツマイモをより甘くする方法についての話し合いが行われた。家で調べてきたことをもと
に話し合い，サツマイモを甘くするには，温める必要があることが分かり，サツマイモ料理をするま
での 2 週間の作戦が決まった。 
グループごとに話し合いながら，家づくりのための設計図を作成した。「あたためるには新聞紙が
いいよ」「新聞紙を布団みたいにかぶせるだけじゃ，あんまりあたたかくないよ」「新聞紙をたくさん
入れてお風呂みたいにしてあげよう」「傷つかないように，新
聞紙は丸めるよりちぎって入れたほうがいいよ」「収穫しても
まだサツマイモは生きているし，息もしているから穴を開け
てあげよう」など，児童のアイデアが詰まった設計図が完成
した。また，一生懸命サツマイモの気持ちに寄り添いながら
話し合う姿やその発言から，サツマイモの生命への気付きも
見て取ることもできた。さらに，クラス全体で話し合いなが
ら，それぞれのグループのいいところを寄せ集めた設計図を
完成させ，段ボールと新聞紙を使って，サツマイモの家を完
成させることができた。家の中に手を入れながら，「あったか
ーい」「これで大丈夫」と児童は大満足な様子であった。 
写真3 サツマイモの家づくり 
図2 児童の振り返り 
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 もちろん家を作って終わりではなく，サツマイモの世話
も毎日続けた。それと，同時に児童と始めたのが，サツ
マイモの「あまさメーター」である。（どれくらい甘くな
ったかを自分たちで予想しながら，メーターを上げてい
く）サツマイモを料理するまでの間，晴れの日はお日さ
まの下に，雨の日や放課後はサツマイモの家に入れ，「あ
まさメーター」を上げていった。振り返りからも，「もっ
と甘くしたい」という児童の意欲や，日々甘くなってい
ることへの素直な喜びも確認することができた。 
「あまさメーター」もいっぱいになり，サツマイモ料理の日には，自分たちでレシピを調べ，調理
計画を立てて調理を行い，活動を終えることができた。児童の振り返りからも，「みんなで世話をがん
ばってきてよかったと思いました」「世話をがんばってなかったら，これだけ甘くなかったと思います」
など，これまで世話をがんばってきたことへの大きな達成感だけでなく，「サツマイモを食べたらどん
どん元気が出ました」「サツマイモさん，ありがとう」など，サツマイモの生命をいただくことやその
生命への感謝の心も感じるとることができた。 
 
４.実践Ⅱ：2年生「大好き，わたしのおもちゃ」 
(1)単元の概要 
 
 
 
 
 
(2)単元前の児童の姿 
前年の 6 月，雨が降り続き，休み時間に外に出て遊ぶことが難しい日が続いた。外に出られないこ
とにつまらないと相談にきた C 児とすごろくを作った。それをきっかけに，休み時間にボーリングや
的あてなどのおもちゃを作る活動に発展した。 
そのうち，C 児は幼稚園でも作っていたという魚釣りを作りたいと，夏休みの工作作品展では，魚
釣りの工作を念入りに見て回った。磁石やクリップで引っ掛けるやり方があることに気付き，海エリ
アや川エリアを分けてみたいとの思いが生まれ，クラスのほとんどの児童と 10 月まで魚釣りづくり
に取り組んだ。 
11 月には，作った魚釣りをお楽しみ会で出してみてはと，担任が提案した。実施後，「楽しかった。」
「もっとやりたい。」「自分もお店を出したい。」「もう少しお店がほしい。」と意見が出てきた。クリス
マス会では，お店を増やしてみたいと，ボーリングやわなげ，ザリガニクイズ，サボテンわなげ，ド
ングリカルタなどのお店を出した。 
C 児の作ったおもちゃがクラスに広がり，できるだけたくさんの仲間と遊べるおもちゃを作ろうと
する意識が芽生えたのである。本単元を通して，気付きの質を高め，「深い学び」に届くことができた
と判断できる児童の姿を記述したい。    
 
 
期間：平成30年 2月8日から3月13日 学年：大阪市立新高小学校2年生（31名） 
単元：「大好き，わたしのおもちゃ」（全15時間） 
生活科と合わせて，朝の会での黒板スピーチ（黒板に児童の発言した言葉を書いたもの）や，休み時間で
の児童の遊び，図画工作，学活，国語といった他教科等との繋がりを意識しながら，実践を行った。 
写真4 「あまさメーター」 
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 (3)友達との対話から思いを深め実現していく A 児 
A 児は，教室に置いてあったおもちゃづくりの本から，マジックハンドを作ってみたいと思ってい
た。しかし，割りばしとペットボトルのふたが思うように付かず困っていた。のりを使ってもすぐに
とれてしまい，セロハンテープでつけても時間がたつと取れてうまく物をつかめないことに悩んでい
た。そこで，朝の会に行っているスピーチの時間にクラスのみんなに悩みを相談した。写真 5 は，朝
の会での黒板スピーチの記録（児童の発言を記録した板書），図 3 に示したのは話し合いの記録 
である。  
悩んでいるA児に担任
から「マジックハンドを
つくる本にはなんて書い
てあるんだろう？」と尋
ねた。A 児は，本をみん
なに見せてまわった。本
には，キャップと割り箸
を付ける作り方は，載っ
ていなかった。朝の会の 
黒板スピーチで，「ガムテープを細く切って， 
それを全部割りばしの両方にはったらつくかも」
（B 児），「両面テープではってみたらどうです
か」（E 児）の提案をもらい，その方法を試した。 
無事にキャップと割りばしをくっつけることに
成功したが，また新たな問題が出てきた。マジ
ックハンドの先につけたキャップが合わないの
である。キャップ同士がかみ合わないせいで，
ビー玉の重さに耐えきれない。すぐにビー玉が
落ちてしまう。そこで，別の日，朝の会で A 児
はみんなに尋ねた。 
写真 6，図 4 は，その時の記録である。記録
をみると，A 児は，これまで時間をかけて作っ 
てきたマジック
ハンドを作り直
したいとは思っ
ていない（ア）。
クラスの仲間は，
その気持ちに気
づき，徐々に提
案が変わってく
る（イ）。また，
A 児の切実さから， 
A「マジックハンドの先にキャップをつけたいんですけ
ど，どうしたらいいと思いますか。」 
B「セロハンテープ５枚ぐらいをぐるぐるまきにしてみ
たらどうですか。」 
A「それは一度やってみました。でもうまくいきません。」
C「セロハンテープじゃなくて，ボンドとか輪ゴムは？」
D「おんなじものを作っている B さんに聞いたらどうで
すか？」 
A「B さんにずっと聞いているけど，上手くくっつきま
せん。」（後略） 
図3 話し合いの記録① 
写真6 黒板スピーチの板書② 
写真5 黒板スピーチの板書① 
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 E 児が友達の悩みをどうしたら解決できるのだ
ろうかと考え，提案する。（ウ）。手を挙げる 
のが苦手なＥ児であるが，切実に悩む中で勇気
を出して手を挙げられたのではないかと考える。 
この話し合いを経て炭酸飲料のキャップを二つ
用意し，B 児のガムテープを細く切ってそれを
全部割りばしの両方にはってみる方法で上手く
作ることができた。 
しかし，またビー玉を入れる箱がすぐ動く問
題が出てきた。この切実な問いかけに，B 児は
「箱はどんな感じで動くんですか。」と尋ねてい
る。それまで友達の悩みを詳しく聞くことより
も，自分たちの考え付いたアドバイスを伝える
ことに終始していた。しかし，A 児の悩みに合
わせたアドバイスを伝えようと，友達に寄り添
い始めたのである。 
他の黒板スピーチでも，「一度転がしてほし
い」，「一回やってみて」と発言する児童が見ら
れ始めたのは，この黒板スピーチ以降である。
また，J 児「もう少し重い箱を作ってみたらど
うですか」の発言に対して A児は，「例えばど 
んな箱ですか。」と聞き返している。これまで，友達のアドバイスを聞き返すようなことはなかったが，
ここでは，自分のおもちゃをよくしたいという思いから友達の話をよく聞き，分からないことがある
ともう一度聞き返せるようになってきたのである。切実な願いと問いが，言葉を吟味するきっかけと
なり，使う言葉にも大切にする姿があった。 
(4)素材とのかかわりを深めた B 児の学び 
A 児と同じマジックハンドを作っていた B 児。マッジクハンドを作り終え，周りの子たちの作って
いるぴょんウサギに興味を持ち，作り始めた。教科書を見て，１人で作っていたがぴょんウサギが高
く飛ばず，悩んでいた。G 児のものと比べてみると，セロハ
ンテープに輪ゴムが一本で，B 児のぴょんウサギは，輪ゴム
が二本と多いことが分かった。よく見ると，輪ゴムのかけ方
自体も違うということにも気付いた。 
G 児のものと比べてみると，セロハンテープに輪ゴムが一
本で，B 児のぴょんウサギは，輪ゴムが二本と多いことが分
かった。よく見ると，輪ゴムのかけ方自体も違うということ
にも気付いた。 
G 児は，一本の輪ゴムで「ばつ」になるように紙コップに
つけていた。B 児は，2 本の輪ゴムで「ばつ」をつくってい
たために，緩んでいたことが分かってきた。  
そのあとに書いた B 児の生活科ノートには，二つの輪ゴムの形で挑戦したこと，輪ゴムを工夫する
写真7 ゴムを比べるB児 
（前略）H「そのマジックハンドをもう一回作り直した
ほうがいいんじゃないですか？」 
A「ガムテープがとれてきたら，もう一回作り直してみ
ます。」ア 
I「ペットボトルのキャップの位置を変えて，イ貼って
みたらいいんじゃないんですか。」 
A「ガムテープを貼っているので位置は変えられませ
ん。」 
B「上は置いといて，下の部分だけをはずしてみたらイ
どうですか。」 
G「キャップのまわりにボンドをくっつけたらどうです
か。」 
A「それはしてみます。」 
E「同じキャップ（水と炭酸飲料のキャップを使ってい
た）を使ったらどうですか」ウ     
A「Ｂさんの言っていた下の部分を外したらどうですか
っていってもらったのをやってみて，できなかったら同
じキャップを使ってやってみるようにしてみようと思
います。」 
図4 話し合いの記録② 
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 とぴょんウサギの跳び方に違いがあったことが書かれていた。 
紙コップをもっと大きく跳ばしたいという思いから，輪ゴム
のもつ特性への気付きが生まれたと言えよう。Ｂ児の活動は
その後，たくさんのぴょんウサギを作り，じゃんけんに勝っ
た人から一番跳びそうなぴょんウサギを選んでだれがいちば
ん高く跳ばせるかという遊びへと変化していった。 
 B 児の「高く跳ばしたい」という気持ちが詳しく見比べよ
うとするきっかけとなった。また，同じおもちゃを作ってい
るＧ児との関わりによって，輪ゴムのかけ方の違いに気付き，
どの輪ゴムのかけ方がよりよく高く跳ぶのかを試し，素材とのかかわりを深めることができた。この
B 児の切実な思いは，クラスのみんなを巻き込んで，助言の方法を考える機会となった。ぴょんウサ
ギを見ているだけでは，アドバイスすることができないと思った児童は，G 児と比べてみたら原因が
分かるかも知れないと比べることを思いついたのである。このスピーチを境に，同じおもちゃを作っ
ている友達に聞きに行ったり，一緒に作ったりする活動が増えたのである。 
 
５．結果と考察  
栽培の実践では，サツマイモに起きた「課題」の解決のために試行錯誤を繰り返していく中で，サ
ツマイモへの深い愛着，サツマイモの生長や生命への深い気付き，そして，活動への大きな達成感を
感じさせることができた。 
おもちゃづくりの実践では，Ａ児のマジックハンドの場合,Ａ児の悩みに寄り添い,作り直したいの
ではないというＡ児の思いに気付いた児童が知恵を出して解決方法を探した。Ｂ児のぴょんウサギで
は,高く跳ばないという「課題」に,比べてみることで高く飛ばないかと,みんなで模索した。本論では
取り上げなかったが，Ｆ児のブーメランの飛ばし方でも,まっすぐに飛ぶ飛び方や自分に返ってくる飛
び方はないかと試行錯誤する中で共同的な飛び方の工夫が生まれた。 
こうした児童の姿は，対象を自分との関わりで捉え，よりよい生活に向けて思いや願いを実現しよ
うとする生活科における見方・考え方を生かしている姿である。そして，思いや願いを実現する過程
を通して気付いたことを基に考え，新たな気付きを生み出し関係的な気付きを獲得するなど「深い学
び」を実現できたと考える。 
さらに，授業の話し合いは，予定されたものでなく，児童が目の前の課題を解決したいという切実
感に導かれた活動となっている。朝の会で黒板スピーチは，自分の作っているおもちゃの悩みやこん
な風にしたいという思いや願いから始まっている。このように振り返りの場が児童にとって必然性の
あるもの，学びの文脈にそったものとなったことが気付きの質を高め，さらに次の活動へつながる意
味をもっている。気付きを自覚したり，関連付けたり，視点を変えて捉えたりすることで気付きの質
を高め，「深い学び」に届くことができたと考える。  
以下に，そうした「深い学び」の実現に有効となった実践の手立てを検討する。 
(1)「環境」を通して思いや願いを育てる 
本研究では，児童の思いや願いを生み出す「環境」として，サツマイモに起こる様々な変化や思う
ように作ることができないおもちゃを「課題」として出会わせ，授業づくりを行ってきた。 
栽培の実践では，「葉っぱが黄色くなる」「台風がやってくる」「まだイモが甘くない」という３つ
の「課題」に出会わせることで，「なんとかしてあげないと」という児童の思いや願いを生み出し，連
写真8 B児の生活科ノート 
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 続性のある活動へと展開させることができた。 
おもちゃづくりの実践では，自分の思い描くおもちゃを作ることができないことが「課題」となり，
個の学びの追究を深め，それを支える仲間の関わりが再び個の気付きを深めることができた。  
こうした試行錯誤や繰り返す活動が生まれるような「環境」を設定することによって，サツマイモ
への愛着を深め，つくりたいおもちゃが明確になり，児童相互のかかわりを育てることにつながった。
「環境」を通して，個と集団のかかわりを作り出したり，直接体験と振り返りが繰り返される学習活
動が自然に生まれたりすることが可能となった。「環境」として児童に課題を出会わせることは，児童
の思いや願いを生み出し，連続性のある活動へ発展させながら，深い気付きや大きな達成感を感じさ
せるために有効であると言えよう。 
(2)思いを共有することで個も集団も高まる 
一人一人の個の気付きを全体で共有し，振り返ることによって個も集団も気付きの質が高まる。そ
の手立てとして，授業での話し合いや黒板スピーチは効果的であった。 
栽培の実践では，それぞれが調べてきたことを交流し合うことで，個々の気付きが広がり，深まっ
ていく場面が多く見られた。前述の通り，「環境」に出会わせ，児童の思いや願いを生み出した後であ
れば，児童の課題意識は十分に高まっている。教師はその思いや願いを大切にしながら話し合いを進
めていくことで，児童も課題の解決のために夢中で話し合い，友だちと考えを深め合うことを楽しむ
ことができたようであった。 
また，おもちゃづくりの実践では，黒板スピーチは対話を視覚化することにつながった。これは，
気付きを表現したり，気付きの共有や関連付けを図ったりする活動として有効に働いたと言える。こ
れは，水谷（2016）が，思考を可視化し，他者と交流することによって気付きの質の高まりを確認で
きたこと（16）と重なるであろう。 
活動にのめり込んでいくことによって,個の思いは膨らんでいく。その個の思いを集団において共有
することによって気付きが高まり，気付きの質の高まりにつながる。個の思いを共有する話し合いや
朝の会のような共有する場を通して,1 年生では，それぞれの作戦にもあるように，解決しなければな
らない喫緊の共通の課題についてクラス全体で話し合うことで，個で感じていた気付きが広がり，そ
して，その気付きの質を深めることができた。また，2 年生では，Ａ児のよう「試してみたり」,Ｂ児
のように「比べたり」,Ｆ児のよう「試行錯誤」を生み出すことで気付きの質を高めていくことにつな
がったと言えよう。まさに「対話的な学び」の視点として，「他者との協働や伝え合い交流する活動は，
一人一人の子供の学びを質的に高めることにもつながる。」（17）を実現した姿であろう。 
こうしたつながる場では，思いを共有するだけでない，課題を解決するための知識を児童が教室に
持ち込んだり，教室で膨らませたりしている。サツマイモは収穫してすぐに食べるよりも，しばらく
寝かせておいたほうがいいことを児童が調べてきている。友達と比べてみたらうまくいくよとおもち
ゃづくりのアドバイスをする，こうした共同的な学びを通して気付きの質は高まるのである。 
(3)必然性のある振り返りを行う 
振り返りの場が児童にとって必然性のあるもの，学びの文脈にそったものとなったことが気付きの
質を高めることにつながった。さらに，次の活動へつながる意味をもたせることができた。 
栽培の実践では，葉っぱを元気にする作戦，雨から守る作戦，おいしくなる作戦はいずれも，多様
な手立てを用いて納得して取り組んでいる。それぞれの作戦において，課題の解決方法も，教師から
与えられたものではなく自分たちで考えたものであるからこそ，児童は自分ごととしてサツマイモの
栽培や世話を繰り返し，その過程の中でサツマイモへの愛着を深めることができたのである。 
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 おもちゃづくりの実践では，Ａ児がマジックハンドを作る過程で,割りばしとペットボトルのふたが
つかない問題やマジックハンドの先につけたキャップ同士がかみあわない問題を解決する場として朝
のスピーチが役立っている。Ａ児が振り返りとして持ち込んだ問題をクラス全員の問題としてかかわ
ることで提案された解決策をもとに実践する姿が確認できるのである。 
児童の願いや思いの文脈に沿った学びは，必然的に他教科との関連を必要とする。「一人の児童の
学びは，個別の教科内で閉じるものではなく，それぞれの学びが 相互に関連付き，つながり合ってい
る。生活科と他教科等において，学んだことがどのように関連付いていくのかを意識し，児童の思い
や願いを生かした学習活動を展開する」（18）こうした指摘を待つまでもなく，必然性のある振り返りは，
合科・関連的な指導を児童の学びの文脈で実現することにつながる。他教科との関連を図ることによ
って，「サツマイモづくり」や「おもちゃづくり」をキーワードとした学びが児童自身の中でつながり，
さらに深まり，新たな気付きを生み出すことが期待できる。 
こうした，必然性のある振り返りの際には，子どもに委ねることが大切となる。葉っぱが黄色くな
ったからパイナップルで虫を集め，雨からサツマイモを守る作戦も教師から見ると，結果は明らかで
あろう。しかし，児童の思いや願いを生かし，児童に活動を任せることができれば，児童は切実感を
もちながら，自分の問題として課題に取り組み，その過程で大きな達成感を感じていくことができる
のである。これはおもちゃづくりでも同じである。朝の会の黒板スピーチでは，教師が板書すること
に専念している。教師は児童が思いや願いを集団の場で出すことを願い，児童相互のかかわりの中で
気付きを生み出していくこと信じて板書に専念しているのである。 
 
６．おわりに 
児童が活動の全過程にかかわることや児童相互のかかわりを通じて思いや気付きを育てることが
できた。加納（2017）が指摘する「生活科で深い学びに導く探究のプロセスでの留意点は，『思いや
願い』を実現していく学びを中心に展開していくこと」（19）に重なる。子どもたちの学ぶ力を信じて，
課題に出会わせることで，主体的で連続性のある活動へと発展させることができた。課題の解決のた
めに何度も話し合いを繰り返し，夢中で対象に向き合おうとする姿を通して，気付きの質を高めるこ
とができたと考える。こうした学びを実現できたのは，児童の思いに寄り添い，児童と共に試行錯誤
をした教師の役割も一つの大きな要因であったと考える。 
本単元で扱ったサツマイモなど，動植物を扱う単元やものづくり単元は，児童の思いや願いを生み
出しやすい単元でもある。今後は，こうした単元以外においても，「環境」としての「課題」の開発に
取り組んでいきたい。 
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